
【茨木市】令和６年度当初予算の概要 

 

 

 

 
 

《予算総額》 

◎一般会計   １，０７４億円         〈対前年度 △38.0 億円、△3.4％〉 

◎全 会 計   １，８８６億１，１４９．８万円 〈対前年度 △27.1 億円、△1.4％〉 
 

《歳  入》 
市税収入は、固定資産税の増加が見込まれる一方で、定額減税の実施等に伴い市税総額としては減

額を見込む。また、市債については、おにクル建設費等の減に伴い減額を見込む。 
・市 税    503 億 6,000 万円（対前年度  8.4 億円減、 1.6％減） 
・市 債     60 億 6,130 万円（対前年度 30.9 億円減、33.7％減） 

 

《歳  出》 
おにクルの完成に伴い投資的経費は減少するものの、人件費の増加が見込まれるほか、扶助費や繰

出金等の社会福祉経費が引き続き増加する。 
・人件費    193 億 1,818.2 万円（対前年度 11.1 億円増、 6.1％増） 
・扶助費    327 億  502.5 万円（対前年度 14.1 億円増、 4.5％増） 
・投資的経費  102 億 3,018.2 万円（対前年度 79.5 億円減、43.7％減） 

 

 

  ・安威川ダム周辺整備事業等 

   ・阪急・ＪＲ駅前周辺整備の推進 
 
 

 

   ・中学校給食センターの整備・運営 

   ・小中学校体育館への空調設備等の整備 

・私立保育所等及び放課後児童クラブの施設整備補助 
 
 

 

   ・誘致病院整備の推進 

   ・重層的支援体制整備事業の実施 
 
 

 

   ・就農支援塾あぐりばの開催 

   ・おにクル グランドオープンシリーズ公演の開催 
 
 

 

   ・水害・土砂災害ハザードマップの更新 

   ・特殊詐欺被害防止対策の推進 
 
 

 

   ・総合計画の策定 

   ・公共施設の再編に向けた合同庁舎・市民総合センターの改修 

2 億 4,752 万円 

31 億 4,792.7 万円 

11 億 5,995 万円 

1,298 万円 

１億 8,681.3 万円 

8 億 9,757.1 万円 
 

令和６年度は、市長の改選年度にあたるため、当初予算では、社会福祉経費や公共施設の維

持管理費等の経常的な経費に加え、これまでから進める継続的な市民サービスの実施を基本に、

既に設定している継続費や債務負担行為による義務的経費等を「骨格予算」として編成する。 

54.5 万円 

２ 教育・子育て 

6 億 2,815.7 万円 

4 億 6,258.9 万円 

470.1 万円 

4,280.4 万円 
 

1,556.5 万円 

１ まちづくり 

933.9 万円 

３ 福祉 

４ 経済 

５ 安全 

６ 対話 


